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Vol.２ 育苗管理～本田準備・田植

育苗管理１

こおりやまの米通信 検索

～健苗育成に努めてください～

育苗時の目標温度は表１のとおりです。ハウス内に温

度計を設置し、こまめなハウスの開閉による温度管理を

心掛け、ハウスを開放しても高温になる場合は、寒冷紗

等で日差しを調整してください。

できるだけ外気と日光に当てるようにしますが、高温、

過湿、強風や夜間の低温には十分な注意が必要です。

【温度管理】

原則は１日1回、朝にたっぷりとかん水します。追加

のかん水が必要な場合は昼頃に行い、夕方のかん水

は根張りが悪くなるので注意してください。

【かん水】

プール育苗の苗は、水の保温効果により徒長しやすい

ため、以下の点に注意してください。

○緑化後はハウスサイドの夜間開放を基本とし、苗が伸

びすぎないようにしてください。

○入水開始は第２葉が伸びる時期、培土表面より下の

高さまで入水します（苗の水没に注意）。その後、プー

ルの底が出る前または出たらすぐに入水し、水位は苗

の生育に応じて、最終的に培土が覆われる程度です。

プール育苗

表１ 生育ステージと目標温度の目安

生育ステージ 日中（℃） 夜間（℃）

第1葉展開まで 25 10～15

第1葉展開後から硬化期 20 10～15

２

育苗中の病害３

【もみ枯細菌病】

～マメな温度管理が予防のポイント～

○症状は、１.５～２葉期に急に現れます。育苗中の苗が坪

状に枯れ、第２葉を引っ張ると簡単に抜けます。新葉の付

け根が白くなることも多くみられます。

○対策は、温度管理（28℃以下）です。発病後に対処でき

る農薬はないことから罹病した苗箱は健全な苗への感染

を防止するため、直ちに廃棄してください。

表２ 播種後に使用できる農薬

病原菌 症 状
ナエファ
インフロ
アブル*1

ダコニー
ル1000*２

ダコ
レート
水和剤
*２

タチガレ
エースM液
剤*３

苗

立

枯

病

リゾープス 白いカビ ○ ○

フザリウム
白～ピンクの
カビ

○ ○

ピシウム

カビは見えな
い
ドーナツ状に
枯れる

○ ○

トリコデル
マ

白～青緑のカ
ビ

○

○苗立枯病が発生したら、表２の農薬により防除してくだ

さい。

○発生が著しい苗箱は欠株の原因となるため、使用を

控え処分してください。

【苗立枯病】

※１：播種時～緑化期 ※２：播種時～緑化期（但し、播種14日後まで）

※３：播種時又は発芽後

【ムレ苗】

○低温とピシウム属菌により坪状に発生し、初期は日中

だけ葉が巻き、最終的には夜間も葉が巻き枯死します。

○発生後に対処できる農薬はなく、枯死する前の移植に

より回復するので、移植時期を早めると効果的です。

豊かな自然と気候に恵まれた、県内一の米どころである
郡山の美味しいお米をたべましょう！

毎月８日は『こおりやま「お米の日」』

令和７年度から「こおりやまの米」通信の一部の号がＷＥ

Ｂ配信に切替わります。配信情報は市・ＪＡの公式ＬＩＮＥ

でお知らせしますので、ご登録をお願いします。

公式ＬＩＮＥの登録をお願いします！

郡山市
公式ＬＩＮＥ

ＪＡ福島さくら
担い手支援
情報ＬＩＮＥ※「受信設定」で「事業者に関

する情報」を選択してください。

＊過去の記事は郡山市ホームページから見ることが出来ます。



○不順天候に負けない稲体を作るため、耕深は１５㎝以

上を確保してください。

○土づくりと肥料コスト削減の観点から堆肥などの有機

物資材を積極的に活用してください。施肥設計に当

たっては、有機物資材の種類毎に異なる有効化率を考

慮して計算してください。

〔牛ふん堆肥の計算例〕

牛ふん 窒素 窒素有効

堆肥 成分 成分量

1t × 11kg/t × 20％ ＝ 2.2kg/t

○被覆肥料のプラスチック皮膜殻や稲わら等の河川等

への流入防止のため、｢浅水代かき｣を行ってください。

本田準備４ ～今年の出来はここで決まる！～

田植え

低温時や強風時の移植は植え傷みが生じるので、

移植は風のない天気の良い日に行ってください。

○植付け株数

・品種の特性に応じた適切な植付け

株数に設定してください。

○植付け本数

・植付け本数は１株当たり４本程度にします。

○植付け深さ

・苗が転ばない程度に浅く植えてください。深植すると

下位分げつが発生しにくく、生育が遅れます。

○補植

・１株の欠株ではほとんど減収しないため、欠株が連

続している所だけ補植します。また、初中期一発除

草剤の散布前に終了してください。

・置き苗は、いもち病の発生源になるので、補植が終

わったら、すみやかに処分してください。

田植え後、活着までの３～５日は苗が水没しない程

度の深水管理とし、活着後は水深３㎝程度の浅水管理

により分げつ発生を促進できます。

雑草の種類と葉齢にあわせて、除草剤を選択してください。

○除草剤の効果を安定させるために

雑草の出葉は気温の影響を受け、高温が続く場合には、ヒ

エは３日程度で１枚出葉します。移植前後が高温の場合は、

除草剤の散布が遅れないように特に注意してください。

なお、除草剤は農薬登録の範囲内で使用してください。

○除草剤使用のポイント

・代かきの均平を心がけてください。

・散布時は7日間止水できる水深を確保してください。

・水口、水尻は、しっかり止水してください。

・ 7日間水が維持できないほ場では、途中で処理層を破壊

しないようにゆっくり入水してください。

・散布後７日間は落水しないでください。

・フロアブル剤やジャンボ剤等の水面を拡散して作用する

剤は、表層はく離等が多い場合に拡散できず効果が低下

することがあります。事前に表層はく離等の対策を行うか、

影響を受けにくい粒剤に変更してください。

○表層はく離対策

・表層はく離に効果のある初期剤や初中期一発剤は、表

層はく離が発生する前の使用が効果的です。

・発生時には、こまめに水を入れ替え、発生が著しい場合

は、２～３日間落水してください。

1葉期1葉期 1.5葉期1.5葉期 2葉期2葉期 2.5葉期2.5葉期 3葉期3葉期

葉鞘葉鞘

1葉1葉

５ ～風のない暖かい日に健苗を移植～

本田初期の水管理６ ～初期生育の確保～

雑草防除

〔ヒエ葉齢の数え方〕

～農薬の使用時はラベルを確認～

７
○斑点米カメムシ類

出穂後の本田で粉剤等を散布できない場合、カメムシ

類に登録のある育苗箱施用剤（ゴウケツバスター箱粒剤

等）があります。

○紋枯病

前年に紋枯病が発生したほ場ではより発生しやすくな

ります。また、過繁茂で多発するため、窒素肥料の多用

は避けてください。紋枯病に登録のある育苗箱施用剤

（ブーンレパード箱粒剤等）があります。

８

育苗箱施用剤による病害虫対策

２

３

１

２２

１１２

３

葉が展開したと
きの長さを予測
して判断

春の農作業安全確認運動実施中！ ～郡山市は「セーフコミュニティ国際認証」を取得しています ～

トラクターなど農業機械の盗難被害は、3～4月に増加傾向にあ

り、春先は特に注意が必要です。盗難防止のため農地に放置し

ない、エンジンキーを必ず抜く、鍵の掛かる場所に保管する等の

対策を実施しましょう。

「肥料コスト低減に向けた
技術マニュアル」

（有効化率）


